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平
成
二
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九
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丹
羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観

父
子
間
の
心
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断
絶
か
ら
親
鸞
へ
の
傾
斜

河

合

重

好

□

要

旨

｢有
情
」
は
、
丹
羽
文
雄
の
長
男
直
樹
の
国
際
結
婚
を
題
材
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
伝
性
の
強
い
作
品
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
は
、
結
婚

に
反
対
す
る
父
母
と
結
婚
を
切
望
す
る
息
子
と
の
心
の
断
絶
と
対
決
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
人
間
の
あ
や
ま
ち
と
そ
の
苦
し
み
か
ら
の
解
放
、
心

に
負
い
目
を
も
つ
こ
と
の
危
険
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

親
子
は
、
最
後
ま
で
和
解
す
る
こ
と
な
く
、
平
行
線
を
辿
る
が
、
父
は
、
こ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
、
相
手
の
気
持
を
察
す
る

こ
と
の
困
難
さ
に
直
面
し
、
か
つ
て
自
分
が
三
〇
年
前
、
僧
職
に
な
る
約
束
を
破
り
、
小
説
家
に
な
っ
た
と
き
の
、
父
や
檀
家
に
与
え
た
で
あ
ろ

う
背
信
の
重
さ
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
親
鸞
思
想
に
覚
醒
す
る
こ
と
に
よ
り
、
煩
悩
具
足
の
人
間
が
犯
す
「
あ
や
ま
ち
」
か
ら
の
心
の
解
放
と
救

い
を
求
め
る
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と
っ
て
、
円
滑
な
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
警
鐘
や
教
訓
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
の

課
題
設
定
に
た
ち
、
本
稿
は
、
そ
の
解
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

父
子
の
断
絶

背
信
行
為

親
鸞

自
伝
性
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は
じ
め
に

宗
教
小
説
の
第
一
人
者
と
評
さ
れ
る
丹
羽
文
雄
（
一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
五
）〔
以
下
、
丹
羽
と
表
記
す
る
〕
の
作
品
に
は
、
作
者
の
熟
年
期

に
発
表
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
も
の
」
と
い
わ
れ
る
六
作
品
が
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
発
表
年
代
順
に
、「
青
麥
」（
昭
和
二
八
年
、
文
芸
春
秋

新
社
）、「
菩
提
樹
」（
昭
和
三
〇
年
、
週
刊
読
売
）、「
有
情
」（
昭
和
三
七
年
、
新
潮
）、「
一
路
」（
昭
和
三
七
年
、
群
像
）、「
肉
親
賦
」（
昭
和

四
四
年
、
群
像
）、「
無
慚
無
愧
」（
昭
和
四
五
年
、
文
学
界
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
品
は
、
い
ず
れ
も
寺
院
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
、
昭
和
三
七
年
発
表
の
第
三
作
で

あ
る
「
有
情
」
は
日
本
古
来
の
結
婚
観
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
他
作
品
が
、
主
と
し
て
、
男
女
の
愛
欲

に
伴
う
人
間
模
様
を
主
題
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
作
品
は
、
人
間
の
あ
や
ま
ち
を
主
題
に
、
国
際
結
婚
に
か
ら
む
父
母
と
息
子
の

心
の
断
絶
が
描
か
れ
て
お
り
、
父
は
、
そ
の
苦
悩
か
ら
の
解
放
を
親
鸞
思
想
へ
の
傾
斜
に
求
め
る
姿
が
語
ら
れ
て
お
り
、
趣
を
異
に
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

本
稿
は
、
い
つ
の
世
に
も
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
、
子
に
対
し
て
実
体
以
上
を
望
む
親
心
と
、
念
仏
と
情
欲
と
い
う
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン

ス
な
行
動
を
と
る
父
親
に
対
し
て
、
強
い
反
感
を
も
つ
子
供
心
と
の
間
で
生
ず
る
父
子
間
の
人
間
関
係
の
軋
轢
を
背
景
に
、
丹
羽
が
ど
の

よ
う
に
作
品
を
展
開
し
、
親
鸞
思
想
へ
の
傾
斜
に
至
っ
た
か
を
、
文
脈
の
流
れ
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
に
も
通
じ
る
警
鐘
や

教
訓
を
く
み
取
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
、
丹
羽
が
長
男
直
樹
の
国
際
結
婚
を
題
材
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
限
り
な
く
私
小
説
に
近
い
形
を
と
っ
て
い
る
。
先

ず
、
本
稿
一
章
で
は
、
丹
羽
自
身
の
実
生
活
で
の
体
験
を
整
理
し
、
そ
の
経
験
が
、
本
稿
二
章
の
作
品
描
写
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
、
投
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影
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

一

丹
羽
の
お
い
た
ち
と
私
生
活
に
お
け
る
体
験

丹
羽
の
作
品
を
展
望
す
る
と
き
、
特
筆
す
べ
き
最
大
の
特
徴
は
、
作
品
の
背
景
に
は
、
丹
羽
の
私
生
活
で
の
体
験
が
深
く
関
与
し
て
お

り
、
自
伝
性
が
極
め
て
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
最
初
に
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
「
有
情
」
に
直
接
関
係
す
る
事
柄
を
中

心
に
、
そ
の
生
い
立
ち
と
家
庭
環
境
に
つ
い
て
、『
丹
羽
文
雄
文
藝
事
典
』
を
参
照
し
て
、
時
系
列
的
な
経
緯
に
触
れ
て
お
き
た
い①
。

実
父
（
教
開
）
は
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）、
名
古
屋
か
ら
母
子
家
庭
で
あ
っ
た
、
真
宗
高
田
派
末
寺
で
あ
る
四
日
市
市
の
崇
顕

寺
へ
、
二
一
歳
で
養
子
（
こ
の
と
き
、
生
母
は
一
二
歳
）
と
し
て
入
り
、
寺
の
再
興
に
貢
献
し
た
が
、
一
方
、
性
的
欲
求
の
強
い
四
十
代
の

祖
母
の
誘
惑
に
負
け
、
不
倫
関
係
を
も
つ
。
生
母
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）、
文
雄
が
四
歳
の
と
き
、
旅
役
者

を
追
っ
て
家
出
す
る
。
丹
羽
は
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）、
崇
顕
寺
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
親
や
檀
家
の
期
待
に
背
き
、
廃

嫡
さ
れ
て
小
説
家
と
な
っ
た
。

な
ぜ
、
丹
羽
が
小
説
家
の
道
を
選
ん
だ
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
古
市
充
雄
は
、
四
日
市
高
校
（
旧
制
富
田
中
学
）
時
代
の
丹
羽
自

身
の
言
説
を
、『
Ｘ
Ｙ
Ｚ
２
３
５
』「
四
日
市
の
丹
羽
文
雄
さ
ん
の
貌
」
で
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る②
。

「
私
は
作
文
の
時
間
が
好
き
で
あ
っ
た
。
他
の
生
徒
が
時
間
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
の
に
、
私
に
は
時
間
が
足
ら
ず
休
み
時
間
ま

で
綴
方
を
続
け
て
い
た
。
い
つ
も
私
だ
け
が
お
く
れ
て
、
出
来
上
が
っ
た
作
文
を
教
員
室
ま
で
届
け
た
。
先
生
は
い
ち
い
ち
て
い
ね

い
に
批
評
し
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
今
日
小
説
家
と
し
て
の
私
を
育
て
上
げ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
丹
羽
が
天
性
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

丹
羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観
（
河
合
）
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さ
ら
に
、
同
書
「
丹
羽
文
雄
論
」
の
中
で
、
麦
畑
羊
一
は
、
物
書
き
と
し
て
の
才
能
以
外
に
、
丹
羽
の
育
っ
た
環
境
の
異
常
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る③
。

本
来
は
父
の
跡
を
継
い
で
僧
侶
に
な
る
た
め
に
、
高
校
（
四
日
市
高
校
）
か
ら
仏
教
系
の
大
学
に
進
学
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
丹
羽
は
す
で
に
文
学
者
を
志
望
し
て
い
た
た
め
、
父
や
檀
家
に
は
仏
教
に
関
連
の
深
い
哲
学
科
に
進
学
す
る
た
め
と
偽
っ
て
、

早
稲
田
高
等
学
院
か
ら
早
稲
田
大
学
文
学
部
国
文
科
に
進
ん
だ
。

（
中
略
）

卒
業
後
、
仕
送
り
を
停
止
さ
れ
た
丹
羽
は
、
生
計
を
維
持
す
る
た
め
四
日
市
に
戻
り
、
東
京
で
同
棲
し
て
い
た
女
性
（
片
岡
ト
ミ
）

を
呼
び
寄
せ
、
生
家
の
寺
で
僧
職
に
就
い
て
結
婚
ま
で
す
る
。
こ
れ
を
み
て
、
丹
羽
の
面
従
腹
背
の
心
の
内
を
知
ら
な
い
父
や
檀
家

の
人
た
ち
は
、
こ
れ
で
十
八
代
の
血
統
と
な
る
崇
願
寺
の
後
継
者
が
で
き
た
と
安
堵
す
る
。
し
か
し
、
約
２
年
後
、
家
出
同
然
に
寺

を
棄
て
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
何
も
、
家
出
ま
で
し
て
寺
を
棄
て
な
く
て
も
、
小
説
は
書
け
る
と
思
う
が
、
文
雄
は
出
来
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

（
中
略
）

こ
れ
は
、
父
と
祖
母
の
関
係
が
、
現
実
に
解
る
年
ご
ろ
に
な
り
、
そ
の
噂
を
耳
に
す
る
こ
ろ
に
は
、
冷
め
た
反
抗
心
が
鬱
積
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
高
校
に
入
学
し
た
こ
ろ
に
は
、
い
や
も
っ
と
早
い
か
も
か
も
し
れ
な
い
が
、
寺
を
継
ぐ
こ
と
を
拒
否

す
る
心
が
芽
ば
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
、
述
べ
て
い
る
。
世
間
で
は
、
僧
籍
に
身
を
お
き
な
が
ら
、
文
学
や
教
育
の
場
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
職
業
人
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
推
察
す
る
と
、
職
業
と
し
て
の
住
職
と
小
説
家
の
両
立
（
兼
業
）
は
さ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丹
羽
が

僧
職
を
捨
て
、
四
日
市
を
離
れ
た
の
は
、
こ
の
異
常
な
家
庭
環
境
の
影
響
が
、
特
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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こ
こ
に
、
丹
羽
の
天
性
で
の
才
能
と
異
常
な
家
庭
環
境
が
専
業
の
小
説
家
へ
の
動
機
と
な
っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
何
故
、
父
が
龍
谷
大
学
（
真
宗
西
本
願
寺
派
）
や
大
谷
大
学
（
真
宗
東
本
願
寺
派
）
と
い
っ
た
仏
教
系
へ
の
進
学
以
外
は
許
さ

な
い
と
い
っ
た
強
い
態
度
を
と
れ
な
か
っ
た
の
か
に
関
し
、
小
泉
譲
は
、『
丹
羽
文
雄
文
学
全
集
の
月
報
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る④
。

文
雄
の
早
稲
田
志
望
は
教
開
に
と
っ
て
は
内
に
爆
弾
を
抱
え
て
い
る
心
境
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
印
度
哲
学
専
攻
を

口
実
に
す
る
息
子
を
わ
ず
か
な
救
い
と
し
て
東
京
に
送
り
だ
し
た
父
教
開
の
心
底
は
、
あ
る
い
は
文
雄
か
ら
母
を
も
ぎ
と
っ
た
こ
と

へ
の
贖
罪
に
も
似
た
不
愍
の
か
ら
む
愛
情
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
崇
願
寺
の
た
め
に
も
檀
家
へ
の
立
場

か
ら
い
っ
て
も
教
開
は
龍
谷
大
学
か
大
谷
大
学
を
丹
羽
に
き
び
し
く
押
し
つ
け
た
で
あ
ろ
う
。
決
し
て
早
稲
田
大
学
を
選
ぶ
息
子
の

わ
が
ま
ま
な
許
し
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、
父
と
祖
母
の
不
倫
関
係
か
ら
生
じ
た
息
子
に
対
す
る
心
の
弱
み
が
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

実
父
は
、
生
母
家
出
の
四
年
後
、
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
）、
田
中
は
ま
と
再
婚
し
、
の
ち
に
文
雄
廃
嫡
後
の
崇
顕
寺
を
継
承
す
る

房
雄
は
じ
め
、
異
母
弟
妹
が
生
れ
る
が
、
丹
羽
本
人
は
、
母
が
違
う
こ
と
か
ら
家
族
団
欒
か
ら
浮
い
た
形
と
な
る
。

丹
羽
は
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
年
）、
片
岡
ト
ミ
と
離
別
後
、
太
田
綾
子
と
、
正
式
に
結
婚
し
、
同
年
三
月
、
長
女
桂
子
が
誕
生
し
、

翌
年
六
月
、
長
男
直
樹
が
生
れ
る
。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）、
長
女
桂
子
は
、
本
田
隆
男
と
結
婚
し
、
京
都
で
の
生
活
の
の
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
在
住
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
二
月
）、
長
男
直
樹
は
、
ア
メ
リ
カ
で
、
ベ
ア
テ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
国
際
結
婚
す
る
。

こ
の
時
、
長
男
直
樹
の
国
際
結
婚
に
対
し
て
、
丹
羽
が
、
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
た
か
に
関
し
て
は
、
随
筆
「
親
鸞
紀
行
」
の
中
の

「
善
鸞
義
絶
事
件
」
の
項
で
、
自
分
の
体
験
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る⑤
。

義
絶
は
し
た
も
の
の
、
親
鸞
の
心
の
内
で
は
死
ぬ
ま
で
わ
が
子
善
鸞
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

丹
羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観
（
河
合
）
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義
絶
と
い
え
ば
、
私
に
も
体
験
が
あ
る
。
生
家
の
崇
願
寺
を
と
び
出
し
た
私
は
、
廃
嫡
処
分
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
父

の
い
か
り
や
悲
し
み
や
絶
望
を
、
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な
か
っ
た
。
自
分
の
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
後
年
私
は
息
子
を
ア
メ
リ
カ
に
留

学
さ
せ
た
が
、
ま
ち
が
っ
て
も
外
人
女
と
結
婚
す
る
な
と
固
く
い
い
含
め
て
お
い
た
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
系
の
ア
メ
リ
カ
娘
と
結
婚
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
小
説
「
有
情
」
に
く
わ
し
く
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
息
子
に
叛
か
れ
て
み
て
、

私
は
そ
の
時
に
な
っ
て
寺
を
と
び
出
し
た
当
時
の
わ
が
子
に
対
す
る
父
親
の
心
中
が
よ
く
判
っ
た
。
私
は
息
子
に
対
し
て
何
も
い
え

な
く
な
っ
た
。

「
ま
ち
が
っ
て
も
外
人
女
と
結
婚
す
る
な
と
固
く
い
い
含
め
･･････」
と
い
う
言
辞
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
丹
羽
自
身
、
国
際
結
婚
に

対
し
て
、
強
い
拒
否
感
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
息
子
に
よ
っ
て
、
裏
切
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
自
分
が
か
つ
て
廃
嫡
さ
れ
た
当
時
の
父
親
の
気
持
へ
の
覚
醒
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
主
題
を
追
究
し
て
き
た
作
家
と
い
わ
れ
る
源
泉
に
は
、
生
家
が
親
鸞
を
宗
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
祖
母
と
実
父
（
養
子
）
の
不
倫
と
生
母
の
家
出
と
い
う
家
庭
内
の
修
羅
場
を
体
験
し
た
こ
と
の
二
つ
の
運
命
的
な
出

会
い
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

二

作
品
に
み
る
親
子
間
の
断
絶
か
ら
の
覚
醒

こ
の
作
品
は
、
昭
和
三
七
年
、
姉
、
弟
の
二
人
の
子
供
を
も
つ
丹
羽
自
身
の
一
人
息
子
（
直
樹
）
の
国
際
結
婚
を
題
材
に
、
発
表
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
作
品
構
成
を
、
前
章
の
丹
羽
の
実
生
活
と
比
較
す
る
と
、
家
族
構
成
や
本
人
や
直
樹
の
年
齢
（
五
七
歳
・
二
四
歳
）

や
本
人
の
職
業
（
小
説
家
）、
子
供
た
ち
（
実
名
に
近
い
名
前
）
の
海
外
生
活
、
直
樹
の
結
婚
相
手
が
ド
イ
ツ
系
の
娘
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
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実
生
活
と
極
め
て
近
似
し
て
お
り
、
多
く
の
点
で
、
自
伝
性
の
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

同
時
に
、
丹
羽
自
身
、「
自
伝
に
つ
い
て
の
考
察
―
創
作
ノ
ー
ト
」
で
、「
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
み
な
事
実
と
い
う
の
で
は
な
い
。

い
わ
ゆ
る
可
能
性
を
描
い
て
い
る
。
事
実
の
上
に
可
能
性
を
加
え
た⑥
」
と
、
厳
密
な
意
味
で
の
私
小
説
で
は
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
実
生

活
か
ら
乖
離
し
た
虚
構
性
の
包
含
も
示
唆
し
て
い
る
。

以
下
、
作
品
の
文
脈
に
従
っ
て
、
考
察
を
進
め
る
。

（
一
）
長
男
の
国
際
結
婚
へ
の
反
発
と
動
揺

ア
メ
リ
カ
に
在
住
の
娘
（
圭
子
）
か
ら
、
手
紙
が
届
き
、
息
子
（
直
、
二
四
歳
の
大
学
生
）
が
ド
イ
ツ
娘
と
友
情
以
上
の
交
際
を
し
て
お
り
、

今
の
う
ち
に
注
意
し
な
い
と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
旨
、
伝
え
て
く
る
。

続
い
て
、
二
人
は
婚
約
し
た
と
の
知
ら
せ
が
来
る
。
息
子
は
、
二
年
間
の
留
学
後
、
日
本
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
約
束
で
行
っ
た
の
に
、

大
学
も
や
め
、
働
い
て
お
り
、
も
う
日
本
に
は
帰
ら
な
い
つ
も
り
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
作
中
の
「
私
」
は
、
こ
れ
を
知
り
、
激

怒
す
る
。

妻
も
こ
の
話
を
聞
い
て
、
同
様
に
、
強
い
拒
絶
反
応
を
示
す
と
と
も
に
、
留
学
の
目
的
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
絶
対
に
許
さ
な
い
。
青
い
目
の
子
供
な
ん
て
、
ま
っ
平
で
す
」「
直
が
性
格
的
に
独
立
精
神
が
つ
よ
く
、
ね
ば
り
づ
よ
い
と
い
う

の
な
ら
、
今
度
の
場
合
に
も
ま
た
考
え
方
は
ち
が
う
。
お
ば
あ
さ
ん
子
で
育
ち
、
ね
ば
り
が
な
く
、
感
情
的
で
、
中
途
半
端
、
性
根

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
あ
の
子
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
性
格
的
な
欠
陥
を
親
の
手
で
、
お
ぎ
な
っ
て
や
れ
る
限
度
を

お
ぎ
な
っ
て
や
り
た
い
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
ま
で
や
っ
た
の
だ
」

こ
こ
に
込
め
ら
れ
た
妻
の
心
情
に
は
、
や
さ
し
く
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
息
子
が
、
そ
の
性
格
の
弱
さ
か
ら
、
自
己
主
張
が
強
い
と
い

丹
羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観
（
河
合
）
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わ
れ
る
外
人
女
か
ら
受
け
る
で
あ
ろ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
避
け
て
や
り
た
い
と
い
う
母
親
ら
し
い
思
い
や
り
の
親
心
が
伺
わ
れ
る
。

一
般
論
と
し
て
は
、
異
国
で
、
外
国
人
を
配
偶
者
と
し
て
、
家
庭
生
活
を
営
む
上
で
の
実
践
面
で
の
困
難
さ
に
着
目
し
て
も
、
次
の
よ

う
な
事
柄
が
想
起
さ
れ
る
。

先
ず
、
言
葉
の
問
題
を
は
じ
め
、
考
え
方
の
背
景
に
あ
る
文
化
の
違
い
、
食
べ
物
の
好
み
、
食
生
活
の
違
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
生
活

の
基
盤
・
仕
事
・
家
・
医
療
・
学
校
・
保
険
・
子
育
て
な
ど
、
生
活
と
密
着
し
て
い
る
部
分
の
全
て
を
外
国
で
、
し
か
も
違
う
言
語
で
対

応
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
作
品
中
に
は
、
他
に
、
国
際
結
婚
の
失
敗
と
し
て
、
母
子
間
の
生
涯
に
及
ぶ
断
絶
例
が
二
、
三
引
用
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
父
親
に
比
べ
、
病
身
に
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
母
親
の
嘆
き
の
方
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
見
ず
知
ら
ず
の
異
国

人
に
分
身
を
奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
感
情
か
ら
く
る
、
女
性
特
有
の
母
性
本
能
の
よ
う
な
も
の
が
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
直
の
婚
約
相
手
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
難
民
の
娘
で
あ
り
、
父
親
は
戦
死
し
た
の
で
、
母
一
人
、
娘
二
人
の
姉
で
あ
り
、
直
よ
り

一
歳
年
上
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
、
娘
婿
の
俊
太
か
ら
届
く
。
さ
ら
に
、
直
か
ら
も
、
裕
福
で
は
な
い
が
、
二
人
で
努
力
し
て
、
人
生
を

築
い
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
結
婚
を
認
め
て
ほ
し
い
旨
の
手
紙
が
届
く
。

そ
し
て
、「
私
」
は
、
最
大
級
の
お
ど
か
し
と
し
て
、「
お
前
を
廃
嫡
す
る
」、「
一
切
の
援
助
は
切
る
」、「
姉
の
家
へ
出
入
り
す
る

な
」、「
僅
か
二
年
間
両
親
と
の
約
束
を
守
れ
な
い
よ
う
な
人
間
に
は
あ
い
そ
が
つ
き
た
」
な
ど
、
不
心
得
な
息
子
を
容
赦
な
く
、
た

た
き
斬
る
内
容
の
手
紙
を
送
る
。

こ
の
時
の
「
私
」
の
気
持
は
、
ひ
た
す
ら
直
の
国
際
結
婚
を
断
念
さ
せ
た
い
願
い
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
、
本
気
で

は
な
く
、
お
ど
か
し
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
直
は
そ
の
よ
う
に
受
け
取
ら
ず
、
父
子
の
決
定
的
な
破
綻
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
。

妻
は
、
心
労
か
ら
病
気
に
な
る
。
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こ
れ
に
対
す
る
息
子
か
ら
の
返
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。「
お
父
さ
ん
は
、
決
し
て
ひ
と
の
あ
や
ま
ち
が
許
せ
な
い
人

間
で
す
。
自
分
自
身
に
対
し
て
も
、
き
び
し
す
ぎ
る
性
格
で
す
。
い
ま
ま
で
、
物
質
的
に
は
、
恵
ま
れ
て
も
、
一
度
も
精
神
的
に
は
愛
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
あ
た
た
か
い
感
情
は
一
度
も
味
わ
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
息
子
は
死
ん
だ
も
の
と
諦
め
て
も
ら
っ

て
も
結
構
で
す
。
ぼ
く
も
ま
た
、
親
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
」、「
お
父
さ
ん
の
手
紙
は
、
い
っ
た
い
ど
う
形
容
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
あ
れ
が
自
分
の
ほ
ん
と
う
の
子
に
あ
た
え
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
子
に
向
か
っ
て
書
け
る
文
章
で
し
ょ
う
か
」

こ
れ
を
読
ん
で
、
本
人
は
、
自
分
な
り
に
愛
情
を
注
い
で
き
た
の
に
、
こ
ん
な
風
に
息
子
か
ら
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
心
は
、

ず
た
ず
た
に
な
り
、
絶
望
す
る
。

こ
こ
に
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
、
国
際
結
婚
に
猛
烈
に
反
発
し
、
妻
も
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
衝
撃
を
受
け
る
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
息
子
が
特
に
罪
を
犯
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
国
際
結
婚
を
忌
避
す
る
の
か
、
こ
こ
に
は
、
近
代
化
が

未
発
達
の
日
本
古
来
の
結
婚
観
が
背
景
に
あ
り
、
異
文
化
を
拒
絶
す
る
社
会
風
潮
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
二
）
本
人
の
過
去
へ
の
回
顧

現
在
五
七
歳
と
な
っ
て
い
る
「
私
」
は
、
息
子
と
の
断
絶
を
契
機
に
、
三
〇
年
前
に
、
廃
嫡
さ
れ
る
に
至
っ
た
自
分
の
言
動
を
振
り
返

り
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
、
人
の
気
持
を
察
す
る
と
い
う
人
間
と
し
て
の
対
人
意
識
の
困
難
さ
と
そ
の
欠
如
に
対
し
て
、
悔
恨
の
念
に

苦
し
む
。

先
ず
、「
私
」
が
、
小
説
家
に
な
っ
た
当
時
の
父
（
直
か
ら
み
て
祖
父
）
や
檀
家
の
願
い
に
対
す
る
背
信
行
為
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
想

起
す
る
。丹

羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観
（
河
合
）
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ア
、
檀
徒
の
願
い
へ
の
背
信

「
せ
っ
か
く
檀
徒
が
お
金
を
出
す
の
や
さ
か
い
、
よ
ろ
こ
ん
で
勉
強
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
大
学
に
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
、
わ

し
ら
は
願
う
と
る
の
や
。
坊
ち
ゃ
ん
は
坊
主
大
学
へ
い
く
く
ら
い
な
ら
、
ど
こ
へ
も
い
き
と
う
な
い
と
い
う
と
る
が
、
そ
れ
で
は
わ

し
ら
が
困
る
の
や
。
崇
願
寺
の
檀
徒
は
い
っ
た
い
何
を
し
と
る
の
や
と
世
間
で
笑
わ
れ
る
だ
け
や
。
わ
し
ら
は
立
派
な
あ
と
と
り
が

ほ
し
い
。
わ
し
ら
の
金
で
大
学
を
卒
業
し
た
ご
院
さ
ん
が
ほ
し
い
の
や
。
そ
れ
が
み
ん
な
の
の
ぞ
み
や
て
」

と
、
言
わ
れ
、
こ
こ
で
は
、
表
面
的
に
は
、
意
向
に
沿
う
約
束
を
す
る
。

ま
た
、
戦
争
で
焼
失
し
た
崇
願
寺
の
落
慶
式
の
と
き
、
僧
職
を
捨
て
た
「
私
」
に
対
し
て
、
昔
の
世
話
方
の
一
人
が
あ
ら
わ
れ
て
、
次

の
よ
う
な
非
難
の
言
葉
を
浴
び
る
。

「
あ
ん
た
が
家
出
し
た
と
き
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
は
ら
が
た
っ
た
。
殺
し
て
や
り
た
い
く
ら
い
に
に
く
か
っ
た
」

こ
の
言
葉
を
、
刑
を
い
い
わ
た
さ
れ
る
罪
人
の
よ
う
に
息
を
の
ん
で
聞
き
、
私
の
家
出
は
決
し
て
ゆ
る
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
。
当
時
の
自
分
の
心
情
を
ふ
り
か
え
る
と
、
檀
家
の
学
費
負
担
の
苦
労
や
、
そ
の
た
め
に
、
父
が
檀
家
ま
い
り
で
頭

を
下
げ
ど
お
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
、
寺
側
が
受
け
る
べ
き
当
然
の
権
利
の
よ
う
に
心
得
て
い
た
。

と
述
べ
、
今
に
な
っ
て
、
檀
徒
へ
の
背
信
に
思
い
を
馳
せ
る
。

イ
、
父
の
願
い
へ
の
背
信

先
の
実
生
活
の
と
こ
ろ
で
、
小
泉
が
述
べ
た
よ
う
に
、
父
は
息
子
の
進
学
先
の
選
択
に
あ
た
っ
て
、
強
い
態
度
を
と
れ
な
か
っ
た
、
そ

の
背
景
に
は
、
自
分
と
祖
母
と
の
不
義
の
結
果
、
生
母
の
家
出
と
い
う
形
で
、
母
子
の
仲
を
割
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
贖
罪
の
気

持
ち
が
作
用
し
、
そ
の
償
い
を
意
識
し
た
た
め
に
、
苦
渋
な
が
ら
、
息
子
の
願
い
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
評
さ
れ
て

い
る
が
、
作
品
に
お
い
て
も
、
息
子
の
廃
嫡
に
伴
い
、
自
業
自
得
と
は
い
え
、
父
が
檀
家
と
の
間
で
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い
思
い
を
余
儀
な
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く
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

檀
徒
に
対
し
て
父
は
何
と
い
っ
て
あ
や
ま
っ
た
の
か
。
は
た
し
て
父
に
あ
や
ま
れ
る
語
彙
が
あ
っ
た
ろ
う
か
。
檀
家
は
六
年
間
あ

り
あ
ま
っ
て
い
た
金
を
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
私
の
行
為
は
詐
欺
だ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
寺
に
お
さ
ま
る
と
い
う
こ
と

を
約
束
し
て
、
出
資
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
檀
家
は
私
を
信
じ
て
い
た
。
私
を
信
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
父
を
信
じ
て
い
た
こ

と
と
お
な
じ
で
あ
る
。
檀
徒
に
責
め
ら
れ
、
自
分
が
罪
を
犯
し
た
よ
う
に
父
は
お
そ
れ
、
お
の
の
い
た
で
あ
ろ
う
。
父
に
は
ひ
と
言

の
弁
解
も
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
坊
主
に
あ
る
ま
じ
き
背
信
を
責
め
た
て
て
檀
徒
が
ひ
き
あ
げ
た
本
堂
で
、
父
は
う
な
だ
れ
た
ま
ま

身
動
き
も
せ
ず
に
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
父
は
だ
れ
の
前
に
も
顔
向
け
が
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

こ
こ
に
、
心
に
負
い
目
を
も
つ
こ
と
が
、
そ
の
後
の
人
生
を
ど
ん
な
に
狂
わ
せ
て
し
ま
う
か
と
い
う
人
間
の
心
の
弱
さ
を
示
し
て
い
る

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

直
が
ド
イ
ツ
娘
と
婚
約
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
私
は
い
き
り
立
ち
、
逆
上
し
た
手
紙
を
た
た
き
つ
け
た
。
し
か
し
、
三
十
年
前
の

父
の
体
験
と
い
ま
の
私
の
体
験
が
く
ら
べ
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
直
が
手
紙
に
書
い
て
い
る
よ
う

に
本
人
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
が
、
私
の
は
詐
欺
的
行
動
で
あ
っ
た
。
私
は
三
十
年
昔
に
大
そ
れ
た
罪
を
犯
し

た
。
そ
の
仕
返
し
を
い
ま
う
け
て
い
る
の
だ
。
罰
が
あ
た
っ
た
の
だ
と
因
果
応
報
的
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
風

に
思
い
た
く
な
か
っ
た
。
直
が
私
に
あ
た
え
た
一
撃
は
、
三
十
年
前
の
私
自
身
の
裏
切
り
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
因
果
応
報
と
い
う

考
え
方
が
心
に
う
か
ば
な
い
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
考
え
方
を
し
り
ぞ
け
た
。
そ
れ
と
こ
れ
と
は
ち
が
う
の
だ
と

思
い
た
か
っ
た
。
が
、
直
の
父
批
判
は
私
の
わ
が
ま
ま
な
心
を
真
向
き
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
私
は
三
十
年
昔
の
父
の
心
と
真
向
い
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
角
度
か
ら
、
父
の
心
と
向
き
あ
っ
た
。
私
は
初
め
て
の
よ
う

に
父
の
心
を
感
じ
た
。
三
十
年
前
の
父
の
苦
悩
が
、
い
ま
よ
う
や
く
判
っ
た
と
い
う
気
が
し
た
。
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（
中
略
）

父
の
嘆
き
と
私
の
嘆
き
と
は
、
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
泣
く
に
泣
け
な
い
と
形
容
し
た
と
こ
ろ
で
、
父
の
三
十
年
昔
の
衝
撃

に
く
ら
べ
た
な
ら
ば
、
も
の
の
数
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
比
較
が
、
私
の
か
ら
だ
の
中
の
毒
気
を
ひ
き
ぬ
い
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
文
脈
は
、
人
の
心
の
痛
み
を
知
る
と
い
う
、
円
滑
な
人
間
関
係
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
自
分
が
被
害

者
の
立
場
に
な
る
よ
う
な
類
似
体
験
を
し
な
け
れ
ば
気
づ
か
な
い
と
い
っ
た
、
煩
悩
に
支
配
さ
れ
た
自
己
中
心
性
か
ら
く
る
人
間
の
心
の

身
勝
手
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

三

親
鸞
思
想
へ
の
傾
斜

（
一
）「
あ
や
ま
ち
」
へ
の
人
間
分
析

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
結
婚
は
断
じ
て
許
さ
な
い
と
す
る
「
私
」
か
ら
の
手
紙
に
対
し
て
、
直
か
ら
の
返
信
の
中
で
、
冒
頭
に
「
お

父
さ
ん
は
、
決
し
て
ひ
と
の
あ
や
ま
ち
が
許
せ
な
い
人
間
で
す
」
と
の
非
難
を
受
け
る
。

こ
こ
で
、
直
が
自
覚
し
て
い
る
「
あ
や
ま
ち
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
妻
と
の
会
話
か
ら
、
約
束
を
破
っ
た
と
い
う
背
信

行
為
（
裏
切
り
）
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

初
め
て
、
ド
イ
ツ
娘
と
の
交
際
を
知
っ
た
と
き
、「
あ
の
子
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
勉
強
に
い
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
ん
な
外
国
の
娘
と
恋
愛

す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
の
た
め
に
お
金
を
お
く
っ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
妻
は
話
し
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
出
発
に
あ
た
っ

て
は
、「
青
い
目
の
妻
と
い
っ
し
ょ
に
羽
田
に
か
え
る
と
い
う
こ
と
の
絶
対
に
な
い
よ
う
に
･･････」「
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん

よ
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し
て
心
配
す
る
な
ん
て
、
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
」
と
、
直
自
身
が
答
え
て
お
り
、
さ
ら
に
「
青
い
目
の
子
供
な
ん
て
、
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ま
っ
平
で
す
。
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
事
実
に
な
り
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
固
く
約
束
し
て
お
き
な
が
ら
、
母
親
を
だ
ま
す
な
ん

て
･･････」

こ
こ
に
、
明
ら
か
な
、
母
親
に
対
す
る
背
信
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
約
束
を
反
故
に
し
た
こ
と
へ
の
直
自
身
の
罪
意
識
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
丹
羽
は
親
鸞
語
録
を
初
め
て
、
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

「
人
間
は
あ
や
ま
ち
を
犯
さ
ず
に
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
絶
望
的
に
言
っ
た
言
葉
に
目
覚
め
た
。
こ
の
言
葉
は
、
親
鸞
が
八
六
歳

の
と
き
、「
正
像
末
和
讃
」
に
あ
る
愚
禿
悲
歎
述
懐
の
中
に
、
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、「
教
行
信
証
」
を
書
い
て
か
ら
、

三
十
年
も
た
っ
て
い
る
が
、
親
鸞
は
、
自
分
の
心
を
反
省
す
る
た
び
に
悲
嘆
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
す
で
に
如
来
の

境
地
に
達
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど
も
、
真
実
の
心
は
あ
り
が
た
し
、
虚
仮
不
実
の
こ
の
身
に
は
、

清
浄
の
心
も
さ
ら
に
な
し
」
と
告
白
し
、「
悪
性
さ
ら
に
や
め
が
た
し
、
こ
こ
ろ
は
蛇
蝎
の
ご
と
く
な
り
、
修
善
も
雑
毒
な
る
ゆ
え
に
、

虚
仮
の
行
と
ぞ
な
づ
け
た
る
」「
無
慚
無
愧
の
こ
の
身
に
て
、
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
は
な
け
れ
ど
も
･････」
と
正
直
に
い
っ
て
い
る
。

「
君
の
指
摘
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
と
き
に
は
ひ
と
の
あ
や
ま
ち
が
許
せ
な
い
お
父
さ
ん
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
お
父
さ
ん
は
、
ゆ
る
す
も
ゆ
る
さ
ぬ
も
な
い
。
み
ん
な
お
な
じ
人
間
で
は
な
い
か
、
親
鸞
が
正
客
と
し
て
あ
て
に
し
て
く

れ
る
悪
人
で
は
な
い
か
と
、
つ
ね
に
そ
う
反
省
し
た
い
と
心
が
け
て
い
る
の
だ
。
そ
の
心
だ
け
は
み
と
め
て
ほ
し
い
の
だ
」

と
、
心
の
中
で
語
り
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
親
鸞
思
想
に
感
化
さ
れ
た
、「
あ
や
ま
ち
」
を
許
容
す
る
姿
勢
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
あ
や
ま
ち
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
丹
羽
作
品
の
「
親
鸞
と
そ
の
妻
」
の
一
節
を
引
用
し
て
お
き
た
い⑦
。

「
…
私
の
い
う
あ
や
ま
ち
は
し
く
じ
り
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
ひ
と
を
そ
ね
ん
だ
り
、
ひ
と
を
さ
げ
す
ん
だ
り
、
虐
め
た
り
、

争
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
よ
。
ひ
と
よ
り
自
分
だ
け
が
楽
を
し
た
い
と
か
、
う
ま
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
か
、
ひ
と
の
畠
よ
り
自
分
の

畠
の
作
物
が
よ
く
出
来
る
よ
う
に
願
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
あ
や
ま
ち
だ
。
つ
ま
り
は
自
分
の
欲
望
を
お
し
と
お
す
た
め
に
、
あ
や
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ま
ち
が
起
こ
る
の
だ
よ
。
人
間
は
誰
に
も
欲
望
が
あ
る
。
人
間
は
自
分
の
欲
望
の
ま
ま
に
う
ご
か
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
し
て
そ
の
欲
望
に
は
、
い
つ
で
も
そ
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
自
己
中
心
の
欲
の
た
め
に
、
人
間
は
い
つ
に
な
っ
て
も
心
の

安
ら
か
さ
は
得
ら
れ
な
い
。
欲
望
を
も
ち
つ
づ
け
る
か
ぎ
り
、
人
間
は
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
出
来
て
い
る
。
人
間
が

こ
の
世
に
生
れ
て
き
た
の
は
、
苦
し
む
た
め
だ
と
い
う
の
も
、
何
も
よ
そ
か
ら
自
分
が
虐
め
ら
れ
て
、
苦
し
む
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
そ
う
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
人
間
は
自
分
自
身
の
欲
望
の
た
め
に
苦
し
む
こ
と
の
方
が
多

く
て
、
ふ
か
い
の
だ
よ
」

と
、
親
鸞
が
不
遇
の
女
性
相
手
に
語
る
場
面
が
あ
り
、
あ
や
ま
ち
と
は
、
煩
悩
を
発
露
と
す
る
、
最
も
人
間
的
な
ふ
る
ま
い
で
あ
り
、
丹

羽
は
、
罪
の
軽
重
を
枠
外
の
も
の
と
し
て
、
論
じ
て
い
る
。

（
二
）
人
生
観
の
転
向

さ
ら
に
、
人
間
社
会
に
お
い
て
、
人
は
ど
の
よ
う
な
運
命
を
ど
の
よ
う
に
、
辿
る
か
、
あ
る
い
は
辿
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
か
に
つ
い
て
、

丹
羽
自
身
の
思
い
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
世
に
は
、
手
の
出
し
よ
う
の
な
い
途
方
も
な
い
大
き
な
力
が
あ
り
、
そ
れ
で
人
間
が
あ
や
つ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
私

に
は
あ
っ
た
。
ど
こ
か
ら
そ
れ
が
来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
抵
抗
の
し
よ
う
の
な
い
力
で
あ
る
。
こ
の
世
に
は
人
間
以
外
の
何
も
の

か
が
い
る
。
人
間
の
す
べ
て
を
ひ
っ
く
る
め
た
こ
の
宇
宙
と
い
う
も
の
は
、
内
在
的
意
思
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
そ
の
内
在
的
意
思

は
無
意
識
で
あ
る
と
い
う
宿
命
論
で
あ
る
。
も
し
こ
の
宿
命
論
が
決
定
的
な
も
の
な
ら
ば
、
抵
抗
の
し
よ
う
が
な
い
。
勝
手
に
し
て

く
れ
と
い
う
ほ
か
な
い
の
だ
。

（
中
略
）
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自
然
法
爾
は
親
鸞
が
八
十
六
の
と
き
に
書
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
か
ら
宗
教
的
な
文
字
と
宗
教
的
な
解
釈
の
部
分
を
抜
い
て
し

ま
う
と
、
人
間
の
実
際
上
の
生
き
方
が
し
め
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
よ
か
ろ
う
と
も
悪
か
ろ
う
と
も
思

わ
ず
、
自
然
に
ま
か
せ
て
ゆ
け
と
い
う
の
だ
。
親
鸞
は
こ
の
自
然
を
如
来
の
は
か
ら
い
と
解
し
た
。
大
悲
の
如
来
と
い
う
意
志
を

も
っ
た
人
格
的
な
も
の
と
し
て
親
鸞
は
う
け
と
っ
た
の
だ
。
人
格
的
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は
形
の
な
い
も
の
、
形
が
な
い

か
ら
こ
そ
自
然
だ
と
い
っ
た
。
親
鸞
は
つ
と
め
て
形
で
如
来
を
考
え
さ
せ
ま
い
と
し
た
。
仏
と
は
最
高
の
智
恵
の
は
た
ら
き
で
あ
る

か
ら
だ
。
人
間
の
な
か
の
智
恵
の
自
然
の
は
た
ら
き
が
如
来
の
本
体
で
あ
る
と
い
い
、
弥
陀
仏
は
そ
れ
を
如
来
だ
と
知
ら
せ
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
し
て
、
私
は
直
の
結
婚
を
み
と
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ゆ
る
し
た
の
で
は
な
い
。
私
の
力
の
お
よ

ば
な
い
世
界
の
出
来
事
と
思
っ
た
の
だ
。
そ
う
考
え
る
こ
と
で
、
私
の
気
持
は
平
静
に
な
っ
た
。

と
、
親
鸞
の
「
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
よ
か
ろ
う
と
も
悪
か
ろ
う
と
も
思
わ
ず
、
自
然
に
ま
か
せ
て
お
け
と
い
う
の
だ
」
と
い
っ
た

人
間
の
心
の
狭
隘
さ
か
ら
の
解
放
と
も
い
え
る
文
言
を
引
用
し
、
自
力
で
煩
悶
す
る
こ
と
の
苦
悩
か
ら
の
離
脱
が
、
親
鸞
思
想
に
覚
醒
す

る
こ
と
に
よ
り
、
齎
さ
れ
た
と
い
う
人
生
へ
の
新
し
い
展
開
を
述
べ
て
い
る
。

ま

と

め

こ
の
作
品
「
有
情
」
は
、
丹
羽
が
長
男
直
樹
の
国
際
結
婚
を
題
材
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
虚
構
性
の
な
い
本
人
の

随
筆
や
知
人
た
ち
の
投
稿
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
私
生
活
で
の
体
験
が
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
自
伝
性
の
強
い
も
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
作
品
は
、
人
間
の
あ
や
ま
ち
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
代
を
越
え
て
、
現
代
の
人
間
社
会
に
も
通
底
す
る
教
訓
や
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警
鐘
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、
意
義
深
い
作
品
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
作
品
で
扱
わ
れ
て
い
る
人
間
の
あ
や
ま
ち
と
い
う
、
人
間
の
本
性
と
も
い
え
る
命
題
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
検
証
し
て
み
る
と
、

次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）
先
ず
、
本
来
、
仏
教
系
の
大
学
に
進
学
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
丹
羽
が
早
稲
田
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
を
、
な
ぜ
、
父
が
不
承
不

承
な
が
ら
も
許
し
た
の
か
。
本
来
な
ら
、
後
継
者
と
な
る
よ
う
、
も
っ
と
厳
し
く
、
仏
教
系
以
外
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
っ
た
強

い
態
度
を
と
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
自
分
と
義
母
と
の
不
倫
と
い
う
あ
や
ま
ち
が
も
と
で
、
生
母
の
家
出
と

い
う
形
で
、
丹
羽
と
生
母
の
間
を
割
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
贖
罪
の
気
持
が
働
き
、
不
憫
な
思
い
が
働
い
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
、
心
に
弱
み
を
も
つ
人
間
は
、
相
手
に
対
す
る
負
い
目
か
ら
、
人
生
の
重
要
な
決
断
の
場
面
で
、

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
誤
っ
た
判
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

（
２
）
次
に
、
国
際
結
婚
に
猛
反
対
す
る
父
（
こ
こ
で
は
、
丹
羽
の
立
場
）
へ
の
息
子
か
ら
の
予
想
外
の
強
烈
な
反
論
に
驚
愕
し
た
父
が
、

息
子
に
叛
か
れ
た
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
三
〇
年
前
、
檀
家
か
ら
「
わ
し
ら
は
立
派
な
あ
と
と
り
が
ほ
し
い
。

わ
し
ら
の
金
で
大
学
を
卒
業
し
た
ご
院
さ
ん
が
ほ
し
い
の
や
。
そ
れ
が
み
ん
な
の
の
ぞ
み
や
て
」
と
い
っ
た
強
い
願
い
や
、
ま
た
、

檀
家
に
頭
を
下
げ
な
が
ら
の
父
の
学
費
負
担
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
に
は
思
い
が
い
た
ら
ず
、
父
の
不
倫
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
優
先
し

て
、
寺
院
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
父
や
檀
家
に
与
え
た
裏
切
り
の
深
さ
に
、
は
じ
め
て
、
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
具
体
的
な
言
及
は
な
い
が
、
小
説
家
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
強
い
背
信
意
識
を
感
じ
な
が
ら
も
、
丹
羽
自
身
が
あ
や

ま
ち
で
あ
っ
た
と
認
識
し
、
後
悔
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
、
三
〇
年
前
、
ま
わ
り
の
人
達
の
気
持
を
十
分
忖
度

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
兼
業
の
小
説
家
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
と
、
今
に
な
っ
て
、
内
心
で
は
、
あ
や
ま
ち

に
近
い
気
持
を
内
包
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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こ
の
文
脈
は
、
人
の
心
の
痛
み
を
知
る
と
い
う
、
円
滑
な
人
間
関
係
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
自
分
が

被
害
者
の
立
場
に
な
る
よ
う
な
類
似
体
験
を
し
な
け
れ
ば
気
づ
か
な
い
と
い
っ
た
、
煩
悩
に
支
配
さ
れ
た
自
己
中
心
性
か
ら
く
る
人

間
の
心
の
身
勝
手
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
３
）
最
後
に
、「
人
間
は
あ
や
ま
ち
を
犯
さ
ず
に
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
い
う
親
鸞
の
和
讃
に
覚
醒
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
と
の
口
約

束
を
破
棄
し
た
と
い
う
息
子
の
国
際
結
婚
に
対
し
て
、
憤
っ
て
い
る
自
分
の
思
慮
不
足
に
目
覚
め
、「
あ
や
ま
ち
」
を
糾
弾
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
容
認
し
、
寛
大
な
境
地
に
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
罪
悪
感
や
裏
切
り
か
ら
受
け
る
苦
悩
か
ら
の
解
放
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
注
）

①

第
一
章
「
丹
羽
の
お
い
た
ち
と
私
生
活
に
お
け
る
体
験
」
で
の
経
時
的
な
流
れ
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
『
丹
羽
文
雄
文
藝
事
典
』（
二
〇
一
三
年

三
月
、
和
泉
書
院
）
に
収
録
さ
れ
た
「
伝
記
年
譜
」（
二
一
五
〜
二
三
三
頁
）
に
よ
る
。

②

『Ｘ
Ｙ
Ｚ
２
３
５
』「
四
日
市
の
丹
羽
文
雄
さ
ん
の
貌
」（
二
〇
一
四
年
十
二
月
、
四
日
市
文
章
集
団
「
Ｘ
Ｙ
Ｚ
」
一
九
頁
）
に
よ
る
。

③

『Ｘ
Ｙ
Ｚ
２
３
５
』「
丹
羽
文
雄
論
」（
二
〇
一
四
年
十
二
月
、
四
日
市
文
章
集
団
「
Ｘ
Ｙ
Ｚ
」
三
一
頁
）
に
よ
る
。

④

『丹
羽
文
雄
文
学
全
集
第
四
巻

月
報
12
』（
一
九
七
五
年
四
月
、
講
談
社
）
に
収
録
さ
れ
た
「
評
伝
丹
羽
文
雄
（
十
二
）」（
六
〜
七
頁
）
に
よ
る
。

⑤

『丹
羽
文
雄
文
学
全
集
第
二
十
八
巻

親
鸞
Ⅲ
』（
一
九
七
六
年
八
月
、
講
談
社
）
に
収
録
さ
れ
た
「
親
鸞
紀
行
」（
三
二
二
頁
）
に
よ
る
。

⑥

『丹
羽
文
雄
文
学
全
集
第
二
巻

鮎
・
太
陽
蝶
』（
一
九
七
六
年
一
月
、
講
談
社
）
に
収
録
さ
れ
た
「
自
叙
伝
に
つ
い
て
の
考
察
―
創
作
ノ
ー
ト
」

（
三
九
四
頁
）
に
よ
る
。

⑦

『親
鸞
と
そ
の
妻
』
三
「
越
後
時
代
」（
昭
和
三
四
年
六
月
、
新
潮
社

二
一
〜
二
二
頁
）
に
よ
る
。

丹
羽
文
雄
「
有
情
」
に
み
る
人
間
観
（
河
合
）
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〔
付
記
〕

本
稿
に
お
け
る
作
品
引
用
は
、『
丹
羽
文
雄
集
』
現
代
日
本
の
文
学
27
（
平
成
四
五
年
六
月
、
学
習
研
究
社
）
に
、
そ
の
他
の
引
用
文
献
は
、
そ
れ
ぞ

れ
注
記
し
た
も
の
に
よ
る
。

（
か
わ
い

し
げ
よ
し
／
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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